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大地に記された
人々の祈りと営み

気
候
が
温
暖
で
、
海
・
川
か
ら
の
恵
み
も
豊

か
な
久
慈
川
一
帯
に
は
、
い
に
し
え
の
時
代
か

ら
人
々
が
住
み
着
き
、
現
在
、
東
海
村
に
は
約

１
６
０
か
所
も
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
村
内
で
出
土
し
た
人
物
お
よ
び

武
人
の
埴
輪

は
に
わ

は
、
精
巧
で
特
徴
あ
る
造
形
が
、

先
史
時
代
の
ロ
マ
ン
を
か
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。

平
安
時
代
末
期
に
こ
の
地
域
一
帯
は
、
吉
田

郡
内
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
室
町
時

代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
は
、
佐
竹
氏
に
よ

っ
て
支
配
さ
れ
、
佐
竹
一
族
の
真
崎
氏
が
村
松

に
、
小
野
崎
氏
が
石
神
に
そ
れ
ぞ
れ
城
を
築
き

ま
し
た
。

豊
臣
秀
吉
が
天
下
を
平
定
し
た
後
、
文
禄
３

（
１
５
９
４
）年
に
行
わ
れ
た
太
閤

た
い
こ
う

検
地
で
、
久

慈
川
以
南
の
地
域
は
那
珂
郡
と
な
り
、
村
松
も

石
神
も
那
珂
郡
に
属
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

時
を
超
え

故
郷
の
原
風
景
と
出
会
う

権現山古墳

虚空蔵堂鐘馗霊神絵馬

美しく豊かな自然に恵まれたこの地に、

知恵と工夫と日々の努力で、

豊かな暮らしを求めてきたいにしえの人たち。

そうした誇るべき先人たちの礎の上に、

いま現在の東海村の姿はあり、そして、

未来へ羽ばたこうとしています。
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武人埴輪（村有形文化財）

人物埴輪（県有形文化財）

石製模造品（村有形文化財）

た
。
そ
の
後
、
佐
竹
氏
が
出
羽
秋
田

に
移
封
さ
れ
、
こ
の
一
帯
は
水
戸
藩
徳
川
氏
の

領
地
と
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
末
期
に
な
る
と
慢
性
的
な
農
村
の

荒
廃
が
続
き
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
、
第
９
代

藩
主
斉
昭
は
天
保
検
地
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

斉
昭
は
領
内
を
巡
視
し
て
、
村
松
山
虚
空
蔵
堂

に
隣
接
す
る
松
林「
村
松
晴
嵐
」な
ど
の
景
勝
地

を
、「
水
戸
八
景
」に
選
定
し
ま
し
た
。
安
政
３

（
１
８
５
６
）年
に
は
、
那
珂
湊
の
豪
商
、
西
野

長
次
郎
が
、
農
村
の
復
興
の
た
め
真
崎
浦
の
干

拓
許
可
を
水
戸
藩
に
願
い
出
ま
し
た
が
、
工
事

は
困
難
を
極
め
中
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

直刀および三輪玉（村有形文化財）

Exploring the History of Tokai Village
Attracted by the mild climate, people settled in this region from ancient
times, and ruins exist at about 160 places in Tokai Village. In the Edo period
(1603-1868) the area became part of the Mito domain of the Tokugawa fam-
ily. In the latter part of the Edo period agricultural villages became increas-
ingly desolate, so local wealthy merchants called for the reclamation of
Masakiura bay. The work proved to be extremely difficult, however, and it
was not completed until into the Showa period in the twentieth century.  
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明
治
時
代
に
入
り
、
明
治
22（
１
８
８
９
）年

に
市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
と
、
合
併
に
よ
り

村
松
村
と
石
神
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

明
治
30（
１
８
９
７
）年
に
は
常
磐
線
が
開
通

し
、
地
域
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
明
治
44（
１
９
１
１
）年
、
中
断
し

て
い
た
真
崎
浦
の
干
拓
工
事
が
再
開
さ
れ
、
昭

和
13（
１
９
３
８
）年
に
完
成
し
ま
す
。
ま
た
、

大
正
12（
１
９
２
３
）年
か
ら
始
ま
っ
た
村
松
海

岸
の
砂
防
林
の
植
栽
は
、
完
成
ま
で
に
35
年
も

の
歳
月
を
費
や
し
ま
し
た
。

昭
和
に
入
り
、
戦
中
・
戦
後
の
激
動
の
時
代

を
経
て
、
昭
和
30（
１
９
５
５
）年
、
村
松
村
と

石
神
村
が
合
併
し
、
東
海
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
東
海
」
の
名
は
、
東
方
に
大
海
原
を
臨
む
地

勢
と
、
藤
田
東
湖
『
正
気
歌
』
の
中
に
あ
る

「
卓
立
す
東
海
の
浜
」
を
引
用
し
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

昭
和
30
年

3
月
　
村
松
村
と
石
神
村
が
合
併
し
、
東
海

村
が
誕
生
す
る

昭
和
31
年

4
月
　
日
本
原
子
力
研
究
所
の
東
海
村
設
置

決
定

昭
和
32
年
　
8
月
　
原
研
・
東
海
研
究
所
の
研
究
用
原
子

炉（
J
R
R
―
1
）臨
界

昭
和
34
年
　
3
月
　
原
子
燃
料
公
社
東
海
製
錬
所
が
開
所
　

昭
和
35
年
　
4
月
　
東
海
電
報
電
話
局
が
新
設
さ
れ
、
自

動
電
話
局
が
開
局

昭
和
36
年

12
月
　
東
海
駅
構
内
で
急
行
い
わ
て
号
脱
線

転
覆
事
故

昭
和
37
年
　
4
月
　
白
方
小
学
校
・
照
沼
小
学
校
が
開
校

9
月
　
原
研
・
東
海
研
究
所
の
国
産
第
1
号

原
子
炉（
J
R
R
―
3
）臨
界

昭
和
38
年
　
7
月
　
国
道
2
4
5
号
線
、
久
慈
大
橋
が
開

通10
月
　
原
研
・
東
海
研
究
所
の
動
力
試
験
炉

（
J
P
D
R
）が
、
わ
が
国
初
の
原
子
力
発

電
に
成
功

昭
和
39
年
　
3
月
　
不
審
火
に
よ
り
東
海
村
役
場
が
全
焼

6
月
　
母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
が
開
所

昭
和
40
年

12
月
　
東
海
中
学
校
の
新
校
舎
が
完
成

昭
和
41
年
　
2
月
　
東
海
村
役
場
の
新
庁
舎
が
完
成

7
月
　
原
電
・
東
海
発
電
所
が
営
業
運
転
を

開
始

昭
和
42
年

10
月
　
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
東
海

事
業
所
設
立

昭
和
44
年
　
7
月
　
ご
み
の
収
集
を
開
始

昭
和
46
年
　
6
月
　
動
燃
東
海
営
業
所
が
使
用
済
核
燃
料

再
処
理
工
場
の
建
設
に
着
工

10
月
　
第
1
回
東
海
村
総
合
体
育
大
会
を
開

催

昭
和
47
年
　
1
月

三
菱
原
子
燃
料（
株
）に
ウ
ラ
ン
加
工

事
業
許
可

6
月
　
東
海
村
消
防
本
部（
署
）が
発
足

昭
和
48
年
　
3
月
　
水
戸
対
地
射
爆
撃
場
が
返
還
さ
れ
る

5
月
　
消
防
庁
舎
が
完
成

昭
和
49
年

10
月
　
第
29
回
国
体
開
催（
東
海
村
は
ホ
ッ

ケ
ー
会
場
と
な
る
）、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下

が
ご
来
村

昭和31年　原子力委員会の視察

昭和38年　久慈大橋しゅん工

昭和41年　役場庁舎完成

昭和42年　動燃東海事業所設立

昭和30年　合併記念撮影

豊受皇大神宮

水戸八景「村松晴嵐」の碑

村松大神宮

大地に記された
人々の祈りと営み

東 海 村 の 歩 み

【写真館】
最
先
端
の
科
学
技
術
が
集
ま
る
ま
ち

と
し
て
の
一
面
を
持
つ
と
同
時
に
、

「
人
・
自
然
・
文
化
が
響
き
合
う
ま
ち
」

を
目
指
し
発
展
を
続
け
る
東
海
村
。

豊
か
な
自
然
と
文
化
、
そ
し
て

原
子
力
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

東
海
村
の
半
世
紀
を
、

写
真
と
と
も
に
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

昭和49年
第29回国体
ホッケー競技

村松山虚空蔵堂

The municipal administrative system of cities, towns, and villages was
introduced in Japan in 1889, and the villages of Muramatsu and Ishigami
were established. In the first half of the twentieth century modernization
projects, including the opening of the railway, land reclamation, and
afforestation to prevent sand movement, made steady progress, and in
1955, after World War II, the villages of Muramatsu and Ishigami
merged to form Tokai Village.  

The History of Tokai Village in
Photographs
Take a look back through photographs at the
half-century history of Tokai Village, a commu-
nity with abundant nature and culture that has
marched forward on the cutting edge of science
and technology as an atomic-energy village. 
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庁
舎
が
完
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昭
和
49
年
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29
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国
体
開
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東
海
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は
ホ
ッ

ケ
ー
会
場
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な
る
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天
皇
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陛
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村

昭和31年　原子力委員会の視察

昭和38年　久慈大橋しゅん工

昭和41年　役場庁舎完成

昭和42年　動燃東海事業所設立

昭和30年　合併記念撮影

豊受皇大神宮

水戸八景「村松晴嵐」の碑

村松大神宮

大地に記された
人々の祈りと営み

東 海 村 の 歩 み

【写真館】
最
先
端
の
科
学
技
術
が
集
ま
る
ま
ち

と
し
て
の
一
面
を
持
つ
と
同
時
に
、

「
人
・
自
然
・
文
化
が
響
き
合
う
ま
ち
」

を
目
指
し
発
展
を
続
け
る
東
海
村
。

豊
か
な
自
然
と
文
化
、
そ
し
て

原
子
力
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

東
海
村
の
半
世
紀
を
、

写
真
と
と
も
に
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

昭和49年
第29回国体
ホッケー競技

村松山虚空蔵堂

The municipal administrative system of cities, towns, and villages was
introduced in Japan in 1889, and the villages of Muramatsu and Ishigami
were established. In the first half of the twentieth century modernization
projects, including the opening of the railway, land reclamation, and
afforestation to prevent sand movement, made steady progress, and in
1955, after World War II, the villages of Muramatsu and Ishigami
merged to form Tokai Village.  

The History of Tokai Village in
Photographs
Take a look back through photographs at the
half-century history of Tokai Village, a commu-
nity with abundant nature and culture that has
marched forward on the cutting edge of science
and technology as an atomic-energy village. 
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東 海 村 の 歩 み

【写真館】

昭和57年　サッチャー首相が来村

昭和54年　第1回東海まつり

平成3年　白方公園開園 平成元年　公共下水道供用開始 昭和62年　NHKのど自慢収録

昭和56年　国際親善姉妹都市調印平成18年　新村立東海病院開院 平成10年　ゆうあいピック茨城大会開催

平成6年　東海駅橋上駅舎完成平成16年　総合福祉センター「絆
きずな

」オープン

平成17年　東海村発足50周年記念式典 平成13年　姉妹都市交流館オープン 平成7年　第1回I～MOのまつり

東
海
村
は
昭
和
30（
１
９
５
５
）年
、
石
神
村

と
村
松
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
翌
31

（
１
９
５
６
）年
に
は
日
本
原
子
力
研
究
所
の
設

置
が
決
定
し
、
以
後
、
数
々
の
原
子
力
関
連
施
設

が
設
置
さ
れ
、
先
端
技
術
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま

し
た
。
村
で
は
安
全
の
確
保
を
最
優
先
し
、「
原
子

力
平
和
利
用
推
進
・
核
兵
器
廃
絶
宣
言
」を
行
う

な
ど
、
村
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、地
元
住
民
と
新
住
民
と
の
融
和
に
努
め
、

「
東
海
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
村
と
し
て
の
一
体
感
を
盛

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
国
際
交
流
の
面
で
は
、
ア

メ
リ
カ
・
ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
と
姉
妹
都
市

盟
約
を
結
び
、
交
換
留
学
生
の
派
遣
や
受
け
入
れ

を
行
う
な
ど
、
友
好
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
、「
と
う
か
い
21
世
紀
プ
ラ
ン
」を

基
に
、
村
が
抱
え
る
課
題
に
住
民
と
行
政
が
協
働

で
取
り
組
み
な
が
ら
、
誇
り
と
愛
情
を
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

昭和55年　東海音頭発表

Established in 1955, Tokai Village achieved development hand-in-hand with advanced
technology as the birthplace of atomic energy in Japan and, putting top priority on the
ensuring of safety, has implemented the building of a community in which people can live
without anxiety. At present the residents and the local government are cooperating in the
promotion of community development based on the Tokai 21st Century Plan. 
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昭和56年　国際親善姉妹都市調印平成18年　新村立東海病院開院 平成10年　ゆうあいピック茨城大会開催

平成6年　東海駅橋上駅舎完成平成16年　総合福祉センター「絆
きずな

」オープン

平成17年　東海村発足50周年記念式典 平成13年　姉妹都市交流館オープン 平成7年　第1回I～MOのまつり

東
海
村
は
昭
和
30（
１
９
５
５
）年
、
石
神
村

と
村
松
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
翌
31

（
１
９
５
６
）年
に
は
日
本
原
子
力
研
究
所
の
設

置
が
決
定
し
、
以
後
、
数
々
の
原
子
力
関
連
施
設

が
設
置
さ
れ
、
先
端
技
術
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま

し
た
。
村
で
は
安
全
の
確
保
を
最
優
先
し
、「
原
子

力
平
和
利
用
推
進
・
核
兵
器
廃
絶
宣
言
」を
行
う

な
ど
、
村
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、地
元
住
民
と
新
住
民
と
の
融
和
に
努
め
、

「
東
海
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
村
と
し
て
の
一
体
感
を
盛

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
国
際
交
流
の
面
で
は
、
ア

メ
リ
カ
・
ア
イ
ダ
ホ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
と
姉
妹
都
市

盟
約
を
結
び
、
交
換
留
学
生
の
派
遣
や
受
け
入
れ

を
行
う
な
ど
、
友
好
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
、「
と
う
か
い
21
世
紀
プ
ラ
ン
」を

基
に
、
村
が
抱
え
る
課
題
に
住
民
と
行
政
が
協
働

で
取
り
組
み
な
が
ら
、
誇
り
と
愛
情
を
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

昭和55年　東海音頭発表

Established in 1955, Tokai Village achieved development hand-in-hand with advanced
technology as the birthplace of atomic energy in Japan and, putting top priority on the
ensuring of safety, has implemented the building of a community in which people can live
without anxiety. At present the residents and the local government are cooperating in the
promotion of community development based on the Tokai 21st Century Plan. 


